
（別紙３）

〜 R7年2⽉10⽇

（対象者数） 41名 （回答者数） 33名

〜 R7年 1⽉25⽇

（対象者数） 10名 （回答者数） 10名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

障がい理解や⽀援⽅法についてなど⾃主的な勉強
会を⾏う

2

狭いため体を動かすには足りないので地域の公園
や公共施設などを活用する

3

保護者や利用児さんの意⾒や様々な⼯夫を重ね、
新しい経験ができるようにする。継続的に取り組
む必要のある事は続けて⾏く

改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1

アンケートや聞き取りで希望を聞き、企画検討す
る

2

保護者さんの目に届きやすい⽅法を検討する。玄
関にお便りを掲⽰する所を新しく設置する

3

避難訓練の実施や防災マニュアルなど周知が不⼗分
で情報発信⼒が足りていない

広報やお便り、SNSを使っているがうまく活用でき
ていない

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

保護者同⼠の交流の場や兄弟児への珂が不⼗分 企画したが参加者が少なかった。内容や時間、開催
場所が希望と合っていなかった

利用児さんへの⽀援のため、構造化や居⼼地の良い
環境づくりを⾏い⼯夫し続けている所

専門家からのアドバイスを受け、構造化に取り組
む。限られた建物内でしきりを作り児にあった楽し
めて安⼼できる環境づくりをしている

社会体験の機会を設け、⾃⽴に向けた⽀援を⾏って
いること

クッキング、買い物体験や公共交通機関の利用、レ
ストランでの食事、カラオケ、お祭りへの参加など
経験を積んでいる。

○事業者向け⾃己評価表作成⽇ R7年2⽉ 22⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

医療法⼈が⺟体のため専門的な職員を含め、⽀援で
きること

1週間に⼀度、会議を⾏い振り返り、アセスメン
ト、計画の再検討している。また外部講師を毎⽉依
頼し、コンサルテーションを受けている

○事業所名  あおぞら

○保護者評価実施期間 R7年1⽉17⽇

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 R7年 1⽉17⽇

○従業者評価有効回答数

事業所における⾃己評価総括表公表


